
小白浜地区
地権者連絡会・復興まちづくり協議会

平成26年3月27日(木)
18:00～19:30



次 第

１．市長からの挨拶

２．住宅再建意向調査の集計結果について

３．前回協議会(8/5開催)のふりかえり

４．土地利用計画（自力再建宅地）

５．浸水跡地の利用計画

６．復興公営住宅の今後の建設の進め方

７．意見交換
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２．住宅再建意向調査の集計結果について
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被災時の
居住地区 発送 回収

小白浜地区 89 87

被災時の居住地区別、住まいの再建方法の内訳

再建方法 世帯数

小白浜で自力再建 20

小白浜の復興公営住宅に入居 26

地区外で自力再建 2

地区外の復興公営住宅に入居 5

公営 自力 その他

31 23 33
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・小白浜地区内の自力再建者の詳細について（意向調査結果）

自力再建（世帯数） 今回 前回（参考）

土地は市が用意 6 11

土地は自ら用意 14 1

希望坪数 世帯数

80 22

60 3

合計：25宅地

・小白浜地区復興公営住宅の詳細について

合計：30戸（集合住宅
27戸、木造長屋3戸）

参考（前回） 40戸

※他地区から4世帯入居

※他地区から19世帯追加
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３．前回協議会(8/5開催)のふりかえり
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凡例

住宅地

復興公営住宅
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■前回の土地利用計画図



その他の計画

仮設グラウンド整備
（実施に向けて調整中）

小中学校整備

道路整備
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４．土地利用計画（自力再建宅地）
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■土地利用計画図

（東側）
８０坪 ： １２戸

（西側）
８０坪 ： １０戸
６０坪 ： ３戸
計 ： １３戸

NTT



■（東側）土地利用計画図 凡例

自力再建用宅地

法面（切土）

法面（盛土）

公園・緑地

6ｍ道路
4ｍ道路

階段

6ｍ道路

NTT



NTT

（A）幅約16.3ｍ×奥行き約16.3ｍ 80坪 10区画
※隅切りのある区画は幅が変わります

（B）幅約15ｍ ×奥行き約18ｍ 80坪 2区画

（B）
（A）

（B）
（A）

（A）
（A）（A）

（A）

（A）（A）

（A）

（A）

断 面
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切土

国道

山側

計画地盤

断 面
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国道

最大
18ｍ

約33度

道路
6ｍ

道路
6ｍ

宅地
16.3ｍ

宅地
16.3ｍ

6～13ｍ

山側
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■（西側）土地利用計画図
凡例

自力再建用宅地

交番用地

公園・緑地帯

6ｍ道路
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（B）

（A）

（B）

（A）

（A）
（A）

（A）
（A） （A）
（A）

（A）
（A）

（B）

（A）幅約15ｍ×奥行き約17.6ｍ 80坪 10区画
※区画によって若干寸法が変わります。

（B）幅約11.2ｍ×奥行き約17.8ｍ 60坪 3区画



事業実施スケジュール（案）【小白浜】

23 24年度 25年度 26年度 27年度

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

合意形成

調査・測量・設計 24.3～25.3

※進捗状況に応じて前後します。

防集事業計画の大臣同意24.9～24.10

(標準地)
不動産鑑定 24.8～25.3

土地価格算定・

住宅地等造成工事

（東側）詳細設計
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25.1～26.12用地買収

用地買収

（西側）詳細設計

26.8～26.11

（東側）26.7～27.11

25.8～26.6

（西側28.3）



５．浸水跡地の利用計画
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昨年１０月に町内会から要望をいただいた、
「海の広場案について」の内容をふまえて検討したものです。
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浸水跡地利用計画図

応援センター

盛岩寺

断 面①

よう壁の設置

通路（３ｍ）

のり面

広場（仮設グラウンド）

道路（５ｍ）
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宅地側 防潮堤側

切土

盛土

断 面①

計画地盤
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宅地側

防潮堤側

約10ｍ
約30度

断 面①

通路
３ｍ

よう壁
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（広場）浸水跡地利用計画図

駐車スペース

仮設グラウンド
スペース

二本梨川整備

応援センター

盛岩寺
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（道路・通路）浸水跡地利用計画図

道路（現状）

応援センター

盛岩寺

陸こう

階段

階段



（よう壁）浸水跡地利用計画図
24

応援センター

盛岩寺

よう壁の
設置範囲

断 面②
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宅地側 防潮堤側

盛土

断 面②

計画地盤
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宅地側

防潮堤側

約13ｍ

通路
３ｍ

約30度

断 面②

よう壁



浸水跡地利用計画図
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応援センター

盛岩寺

断 面③
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宅地側 浸水地側

切土

盛土

断 面③

二本梨川
付け替え

計画地盤
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宅地側 浸水地側

道路
5ｍ

約30度

最大
約10ｍ

断 面③



６．復興公営住宅の今後の建設の進め方
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建設業者を先に決めておく方法をとることで
入札不調のリスクを回避できるなどのメリット
があります。

今後の発注方法について(案)
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発注方法の見直し(案)
競争入札から建物提案型買取方式へ

建物提案型買取方式競争入札

従来の発注方法 新たに採用を検討している発注方法



今後の発注方法について(案)
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建物提案型 買取方式 とは

市が所有している土地に対して、民間事業者に
復興公営住宅を建設（設計・施工）してもらい、
完成した建物を、市が事業者から買い取る手法

土地 市有地のみ
建物 ○ 市が買い取る × 市が借りる



今後の発注方法について(案)

34

復興住宅の計画位置について(案)

旧農協跡地周辺に集合住宅
27戸程度の計画

しきっち通り沿いに木造長屋(平屋)
3戸程度の計画



24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

これまでの経過

当初のスケジュール

今回のスケジュール

今後の発注方法について(案)

スケジュール
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●11月プロポーザル公示

●1月プロポーザル最終選考

●3月意見交換会（第一回）

●4月意見交換会（第二回）

●5月設計報告会

●12月入札不調（工事施工業者が決まらず）

●2月入居開始業者選定 設計 工事発注

H24.11～ H25.11～H25.3～ H26.1～

●2月復興住宅説明会

設計 工事

H26 .3～ H26 .5～ H26 .11～

業者選定
●10月入居開始

●10月
入居開始

設計 工事発注

H27.5～H26.8～ H27.8～

【復興住宅1期】

【復興住宅2期】

【復興住宅1+2期】

当初の入札方式と比べ、約12か月間の短縮
（１期については、約半年のずれ込み）

業者選定

H26.5～



７．意見交換
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